
北海道函館聾学校（令和６年９月１１日作成）

９月６日（金）に本校小学部６
年生が函館養護学校の５，６年生
とオンラインで交流し、好きな食
べ物や好きな勉強など、お互いに
質問したりして理解を深め合いま
した。函館養護学校のバリアフリ
ーになっている施設・設備の説明
を受けた本校児童は、「車椅子に
テーブルが付くようになっていて
すごい。」や「廊下が広いな。」、「学
校の中にプールがあるんだ。」と
か「車椅子の後ろに付けている袋
は何が入っていますか？」などと
質問したり感心したりして聞いて
いました。

また、９月９日（月）には、函館盲学校に行って、実際に視覚障がいの方のた
めの施設・設備や教材などを見せてもらったり、説明を受けたり、児童と交流し
たりすることができました。函館盲学校に入ってすぐのホールには、見て、聞い
て、体験できる展示をしていただき、白杖体験や点字を打つ機械に触れさせても
らう体験ができました。体験的に学びを深めることができ、本当に勉強になった
ようです。来年度の創立１３０周年に向けてとてもいい交流ができたと思います。

本校の児童生徒には、自分の障がいに関する理解と共に、
他障がいについても理解を深めて欲しいと思っています。
説明をしてくださった函館養護学校や函館盲学校の先生方、そして、友達にな

ってくれた両校の小学部の皆さん、本当にありがとうございました。


